
実施報告：福祉・介護施設の管理者等を対象とした感染症対応研修
＜目的＞

感染症が発生した際、初動から適切な対応をすることが利用者や職員を守り、感染拡大防止につながることから、施設長等
管理的立場にある職員にその必要性や実際の対応を学んでもらうことにより、施設の感染対策の充実を図る。

＜内容＞
行政説明 「新型コロナウイルス感染症等静岡県の状況」

                           （健康福祉部参事 後藤 幹生）
講  義  １ 感染症の発生から収束まで～心構えと基本的感染症対策～静岡県立静岡がんセンター

                           （感染症内科部長 倉井 華子先生）
講  義  ２ クラスター発生時の業務継続のためには、どんな備えが必要か？～災害医療の視点から俯瞰的に考える～

                           （浜松医科大学附属病院 救急部助教 高橋 善明先生）

開催地区 開催日 会場
参加者 オンデマンド

配信の希望者会場 Web

東部地区 10月７日(金)  プラサヴェルデ コンベンションホールB 32人 95人

328人
西部地区 11月９日(水)  アクトシティ浜松 41会議室 47人 98人

中部地区 11月11日(金)  県男女共同参画センター(あざれあ) 大ホール 26人 99人

計 105人 292人

＜開催実績＞
参加者合計：397人《会場参加者：105人、Web参加者：292人（３会場とも同内容を実施）》
オンデマンド配信：申込みをいただいた施設限定で12月14日から公開→１月18日からは全対象施設に視聴案内し公開   
講義資料及び当日参加者からの質問と回答を県ホームページに掲載し、対象施設へ周知

     ホームページURL：https://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-420a/kansen/kensyukai.html 
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研修のアンケート結果①
各会場・WEBでの参加者に対して、研修に関するアンケート調査を実施した。（275名から回答あり）
※全てのグラフの単位は％、( )は回答数を示す
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図２：行政説明・講義は分かりやすかったか
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施設長
44%(121)

事務長
3%(8)

看護の長
12%(33)

介護の長
7%(19)

看護・介護の長
0%(1)

介護の長・その他
0%(1)

その他
32%(87)

未回答
2%(5)

図１：参加者の職種
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その他内訳

 施設管理者 10

 施設長補佐等 5

 各部門責任者 8

 感染対策担当者 11

 医療職 8

 介護職 11

 自治体職員 10

 その他(本社・施 
設職員) 3

 未回答 21

行政
説明

新型コロナウイルス感染症等静岡県の状況

クラスター発生時の業務継続のためには、どんな備えが必要か

感染症の発生から収束まで
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研修のアンケート結果②
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図３：今回の研修が参考になったか
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図５：研修で学んだことを他職員に共有するか
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図４：施設管理者向けとして内容は適切であったか

適切 適切ではない どちらでもない 未回答
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研修のアンケート結果③
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図６：施設で感染症関連の研修を実施しているか

実施している 実施していない 未回答
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図７：感染症関連の研修を実施していない理由（複数選択）

研修企画が可能な人材がいない 外部機関の研修を受講 忙しい その他 未回答

●感染対策担当者向けの研修
 を実施することで、各施設
 に研修企画が可能な人材を
 育成する

●実施されている研修情報を周
 知する
●受講した研修内容を施設内で
 伝達することを働きかける

●オンライン併用の研修やオンデマ
 ンド配信の実施、研修回数や開催
 場所の増設をすることで、より多
 くの対象の受講機会を確保する

実施予定、時間がとれない等
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令和５年度以降の福祉・介護施設に関する研修について

全職員 管理者 感染対策担当者 ケア実践者

目
的

感染症対策の必要性を理解
し感染症に関する正しい知
識を習得し、利用者の安
全・安心を確保できる。
平常時から職員一人一人が意
識して対策をとることができ
る。

感染症発生時の的確な対応と
リスクマネジメントについて
理解を深め、自施設での感染
予防対策を実践し、感染症
発生時には収束に向けた組織
運営、関係機関との連携、
情報管理ができる。

施設全体の感染対策の指揮を
とり、発生時は収束に向けた
感染拡大防止策を講じること
ができるように、感染症対策
の理論を理解し実践できる。

感染症の発生予防及び感染症
発生時の感染拡大防止のため、
正しい感染症対策の手技に
基づき利用者のケアができる。

研
修
内
容

・感染症法
・感染対策と人権
・感染の成立 
・感染経路別予防策

・BCP（感染症対応に適した 
 BCPの考え方・運用）
・集団感染への対応（対応の 
 適切な切り替え、本部機能、
 職員の確保等）
・ゾーニングの考え方（理論
 とポイント）
・リスクマネジメント（感染症
 対応に関すること、リスク
 コミュニケーション等）

・BCP（感染症対応に適した
 BCPの作成・運用）
・集団感染への対応（現場責任者
 としての対応等）
・ゾーニングの考え方と具体的
 方法（指導レベル）
・標準予防策（理論・指導方法）
・標準予防策（実技）
・健康観察（情報集約、情報
 の扱い方）

・集団感染への対応（早期発見、
 患者ケア、具体的感染拡大 
 防止策等）
・ゾーニングの考え方と具体的
 方法（実施レベル）
・健康観察（患者ケアのための
 ポイント、病状変化の早期発見等）
・標準予防策（理論）
・標準予防策（実技）



○感染症管理センター実施研修：各職員の果たすべき役割を踏まえ個人の知識・技術向上
○福祉指導課（病院協会委託）実施研修：リーダー研修で感染対策リーダーを養成、
                  訪問指導で現場の対応力向上
 ☆双方の研修が両輪となり、福祉施設全体の感染対策の底上げを図っていく

〈管理〉 〈実践〉

各論
・BCP
（感染症対応に関すること、運用）
・集団感染への対応
（本部機能、職員の確保等）
・ゾーニング
・リスクマネジメント
（感染症対応に関すること、
 リスクコミュニケーション）

各論
・集団感染への対応
・ゾーニング
・標準予防策（理論・実技）
・健康観察

総論
・感染症法
・感染対策と人権
・感染の成立
・感染経路別予防策

管理者 指導レベル
養
成

訪問指導
施設の現場での対応について指導
施設内ラウンド研修で感染対策について
確認

基礎研修

専門研修（管理） 専門研修（実践）

専門研修（指導）

ケア
実践者

全職員


